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航海条例の原則通り輸送手段をイギリス船に
限定していた。1788年に同様な内容の法律が
施行され、恒久化された。
　これに対して、独立戦争でアメリカを支援
したフランスとの間には、1778年２月６日に、
同盟条約と友好通商条約が締結された。同盟
条約によってアメリカとフランスによるイギ
リスに対する軍事同盟が成立し、友好通商条
約によってアメリカはフランスから“最恵国
待遇”を与えられた。仏領西インド諸島の市
場への自由なアクセスが認められた。対東イ
ンドや中国貿易の中継基地として、インド洋
上のモーリシャス諸島への寄港も許された。
　1779年に参戦したスペインは、同年から
キューバやプエルトリコなど同国の支配下の
西インド諸島の市場にアメリカの船舶と商品
を受け入れた。戦後になると直ちに、同地域

はじめに

　この論文の目的は、建国期のアメリカ経済
において製粉業の果たした役割について考察
することである。小麦粉等（Breadstuff）が
タバコに代わって最大の輸出品となり、経済
の対外均衡に大きく貢献したと考えられるか
らである１）。
 　1883年９月、英米間の講和条約が締結さ
れた。この条約によってアメリカ合衆国はイ
ギリスからの独立とミシシッピー川以東の広
大な地域を獲得したが、並行して進められて
いた通商条約交渉は殆ど進展しなかった。イ
ギリスは講和条約に先んじて、1883年６月２
日に、英領西インド諸島とアメリカ合衆国間
の貿易を規制する枢密院勅令を施行した。こ
の勅令は取引対象となる商品を厳しく制限し、
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　英国からの独立により、アメリカの輸出品に大きな変化が生じた。植民地時代のタバ
コに代わって小麦粉が最大の輸出品目となった。その小麦粉の生産にウイルミントン製
粉業が重要な役割を果たした。原料小麦の入手可能性、動力源の確保、市場へのアクセ
スのいずれについても、この町は製粉業にとって優れた立地条件を備えていた。そこに
企業者的な機会を見出した一群の企業家精神に富んだクエーカー教徒によって、植民地
時代の末期には既に製粉業の産業集積が形成されていた。その生産能力は1790年頃にエ
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４）。西インド諸島のプランターは食糧の自給
に農地を割こうとはしなかった。それは大き
な利益を見込める砂糖の生産の減少をもたら
すからである。しかも、直ぐ近くのアメリカ
は大きな食糧の供給余力を持っていた。その
結果、需要と供給の市場経済の原則が、重商
主義の障壁を超えて貫徹したと考えられる。
　1790年以降、アメリカの小麦粉の生産量は
飛躍的に増加し、それに伴って輸出も増加し
た。1790年の輸出は620,000バレルであった
のに対し、1810 ～ 1817年の間の年平均輸出
量は1.500,000バレルと約2.4倍に達していた。
他方で、小麦の輸出量は同じ期間に1,000,000
ブッシェルから100,000ブッシェルへと激減
している５）。
　このような既存の研究成果からは、建国期
のアメリカ経済における製粉業の役割の重要
性が浮かび上がってくる。本論文では、ウイ
ルミントンの製粉業の発展過程を考察するこ
とにより、主に製品輸出を検討してきた先行
研究を補完する。第１章では町の成立と初期
の製粉業の形態について検討する。第２章で
は本格的は製粉業の発達と独立戦争期の影響
について考察する。第３章ではオリバー・エ
バンス（Oliver Evans）による技術革新と最
盛期を迎えた製粉業者のマーケティング活動
および関連産業の発展状況を確認する。終章
では建国期のアメリカ経済に果たしたウイル
ミントンの製粉業の役割について総括を試み
る。

第１章　ウイルミントンの誕生

第１節　ウィリング・タウン計画

　1727年５月８日に、Ａ．ジャスティソン
（Andrew Justison）は、現在ウイルミントン
の中心となっている土地を取得した。この土

への外国船の入港を禁止し、スペインからの
輸入に限定する政策に戻った。
　このような国際関係の在り方からすれば、
独立戦争の終結と共に米仏間の貿易取引の増
加が予想される。しかし、現実はそのように
は推移しなかった。双方ともに十分な市場情
報を持たなかった上に、言語、宗教、商習慣
の違いが大きな障害となった。フランスの輸
出商の側から見ると、アメリカの新規の取引
先に長期の信用を供与することは、リスクが
大き過ぎた。アメリカの対フランス貿易は増
加したものの、往時のイギリスに代わってア
メリカ製品の中継基地としての役割は担うこ
とができなかったのである２）。
　実際に、講和の成立と共に堰を切ったよう
に大量のイギリス製品がアメリカ市場に流れ
込んだ。独立戦争中に繰り延べられていた需
要を見込んで、アメリカの輸入商も活発に動
いた。人々の消費生活の基本的な構造に大き
な変化はなかったからである。これに対して、
アメリカ側の対英輸出の構造は大きく変化し
た。最大の変化はタバコの輸出量が大幅な減
少であった。タバコは1786年の対英輸出の
44％を占めていたが、独立戦争末期に、ヴァー
ジニアやメリーランドの主要なタバコの生産
地が主戦場となったために生産体制が弱体化
し、独立後も生産の回復が遅れたのである。
ヴァージニアにおける1783 ～ 1784年のタバ
コの生産量の低下幅は、1774年に比べて18％、
1784 ～ 1785年は７％であった３）。
　タバコに代わって小麦粉が最大の輸出品と
なった。小麦粉の主たる仕向け地は西インド
諸島であった。この地域へのアメリカ産小麦
粉の輸出量は、植民地時代の1768－72年には
年平均233,000ブッシェルであったのに対し、
1790 ～ 92年には400,000と飛躍的に増加した
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施設を設置するのは奇異であるというのが反
対派の主張であった。翌年、反対派は市場の
予定地に煉瓦造の市場建屋の建築を開始した。
　公設市場問題の背景には、町の創始者の
ウィリングと独自の判断で精力的に事業を展
開するシプレイとの間の個人的な対立関係が
あった。しかし、問題の本質は地域社会の公
的な重要課題について意思決定を下すための
制度が欠けていることにあった。両派が連名
でペン（Thomas Penn）知事へ提出した請願
が認められ、1739年に地方自治体（Borough）
が誕生した。翌年の選挙で、シプレイは首長

（Chief Burgess）に選ばれた。公設市場問題
は二つの市場を交代で使用することで決着し
た。それと同時に、時の国王の称号の”Earl 

of Wilmington”にちなんで、町の名前もウイ
ルミントンへと変更されたのである。
　この頃までに、シプレイの商業活動は海外
に向けて一層の飛躍を遂げようとしていた。
1740年に彼は数名のパートナーと共に、ブ
リッグ型の帆船を建造し、ウイルミントン号
と命名した。この船は翌41年５月７日に、英
領西インド諸島のジャマイカに向けて処女航
海に出発した。積み荷は小麦粉、船舶用のパ
ン、白及び黒樫の樽材、樽詰めの牛肉、バター
などであった。帰り荷は砂糖、糖蜜、ラム酒、
コーヒー等で、近隣の人々に売り捌かれた。
パートナー達に非常な高収益をもたらした。
ウイルミントン号のこの航海が、シプレイに
とって最初の海外活動であったが、ウイルミ
ントンの町にとっても最初の貿易取引であっ
た。以降、シプレイに習って、ウイルミント
ンの有力な商人は自社船を保有した。

第２節　初期の製粉所と水車法

　この地域に最初に製粉所を設置したのは

地の南側には深くて流れが緩やかで、かなり
上流まで船が遡れるクリスチーナ川が、北側
には水量が豊で流れの速いブランディワイン
川が流れている。二つの川はウイルミントン
の町はずれで合流し、２マイルほどでデラウ
エア川に注ぎこむ。その合流点からフィラデ
ルフィアは近いし、直接外洋に出られる６）。
　ジャスティソンはこのような地の利を生か
して、商業都市の開発を意図していた。1731
年10月、娘の嫁ぎ先のＴ．ウィリング（Thomas 

Willing）に都市計画の立案を任せた。ウィリ
ングはフィラデルフィアの市街をモデルとし
て、碁盤の目状の街路を設定し、公設市場の
予定地を決め、埠頭を建設した。町はウィリ
ング・タウンと名付けられ、翌年７月頃から
土地の販売が開始されたが、数年間は実際に
この地に移り住む人は少なかった。
　1735年にウイリアム・シプレイ（William 

Shipley）というクエーカー教徒の一家がペ
ンシルヴァニアのレドレイから移住してきた。
かねてから商業を志していたシプレイは、町
の将来性を確信し、直ちに移住を決めたので
ある。シプレイ家は夫婦ともにクエーカー教
徒の間で指導的な役割を務めており、二人の
勧めでタトナル家を筆頭に多くの数の企業心
に富んだクエーカー教徒がこの地に移住し、
地域の経済発展を主導することとなった。
　シプレイは、次々と土地を買増し、醸造業
に起こし、船着場を設けた。公設市場の予定
地は狭く汚くて不適当とし、別の場所に私財
を投じて木造の市場用の建屋を建設した。
1736年７月16日に、毎週水曜日と土曜日に市
場を開く旨を広告したのである。これに対し
て、既定の公設市場予定地の周辺住民から強
い反対運動が興った。自分達には全く事前の
相談もなかったのは心外であり私有地に公的
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のである。事実、学校や教会に先んじて製粉
所が設置されることも多かった。
　1719年水車法でも、冒頭に“優れた穀物類
の製粉設備は地域住民の生活の安寧にとって
有益なことは自明である”とし、その公共性
が強調されている。そして、所定の手続きを
とり、適正な対価（True and intrinsic value）
を支払えば、製粉所の建設に必要な他人の土
地を強制収容（Condemn）できると定めら
れていた。
　公共事業であるからには、製粉所は地域の
住民が自由且つ公平に利用できねばならず、
その利用料は公共料金として公定されるのが
原則となる。近隣の農民は製粉所に小麦を持
込んで製粉作業を依頼する。そして持参した
小麦の量の一定割合の小麦を対価として製粉
所に提供した。対価として受け取った小麦の
処分は製粉所の裁量による。このような方式
で運営される製粉所をカスタム・ミル（Custom 

Mill）という。

第２章　瀑布線都市ウイルミントンの発展

第１節　マーチャント・ミルの生成

　公共事業的な性格の強いカスタム・ミルに
対して、私企業的な性格を備えた製粉所を
マーチャント・ミル（Merchant Mill）と称す
る。カスタム・ミルの場合は、利用者が原料
を持参するのに対し、マーチャント・ミルで
は製粉所が自らの責任で原料の小麦を買い入
れる。その供給源は狭い地域社会に限らない
ので、一般にマーチャント・ミルの規模は、
地域密着型のカスタム・ミルより大きい。原
料の小麦の価格も製品の小麦粉の価格も需給
関係によって変動する。原料と製品の価格が
市場によって決まるとすれば、製粉作業にだ
け公定価格が定められているということは考

ティムソン・シュタイドハム（Tymon Stidham）
という人であった。ブランディワイン川沿い
に土地を手広く所有しており、独力で製粉所
を設置することができた。設置は1687年以前
のことで、簡単な下かけ水車が利用されたと
推定される。彼の製粉所はバーレイ・ミルと
呼ばれていた。
　二番目の製粉所は、1727年にＳ．カーク

（Samuel Kirk）が、仲間を募って造った。こ
の製粉所はダムや短い導水路を備えていたが、
下かけ水車で一組の石臼を動かす小規模はも
のだったと推定される。この製粉所の建設の
背景には1719年の水車法（Mill Act）の制定
があった。この法律には製粉所の建設計画を
持つ人に、製粉所やその付帯設備の設置のた
めに必要とする土地の強制収用権（Eminent 

Domain）を付与するという、強力な助成措
置が盛り込まれていた７）。
　ダムを築いて製粉所を稼働させれば、他人
の土地を水没させる可能性がある。船の往来
が遮られる。鮭等の遡上が妨げられる。導水
路の下流では、灌漑用水が足らなくなる等々
の問題が起きることは避け難い。製粉所の所
有者が、このような問題について全面的に賠
償責任を負わなければならないとすれば、製
粉所の建設は非常に困難となる。そこで製粉
所を建設しようとする人に土地の強制収容権
を与えて、製粉所の建設を促進しようとした
のである。
　そこまでして政府が製粉所の建設を支援し
たのは、製粉所が地域社会にとって不可欠な
一種の公共施設と考えられていたからであっ
た。手動の石臼による長時間労働からの解放
は、当時の人々の共通の切実な願いであった。
それ故、製粉所の建設は、多くの地域社会に
おいて最優先で実現すべき事業とされていた
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おり、小麦の生産量のうち約３割が外部の市
場に向けて出荷されていた。
　オリバーの製粉所はフィラデルフィアとバ
ルティモアを結ぶ街道に近接しており、陸路
経由でかなり遠方から原料小麦が運び込まれ
ていた。陸上輸送手段はコネストーガ・ワゴ
ン（Conestoga Wagon）であった。この製粉
所の直ぐ下流に橋が掛けられており、水運の
活用には限度があったが、手漕ぎのボートで
小麦が運び込まれていた。小麦の産地はクリ
スチーナ川の上流域やデラウエア川の対岸一
帯にも及んでいた。
　第３の条件は、製品の販売経路の開拓であ
る。オリバーは製品のマーケティングについ
ても積極的であった。自ら河川用の小型帆船

（スループ型）所有し、外洋を航行できる大
型帆船ナンシー号（ブリッグ型）を共同所有
し、前者によってフィラデルフィア市場へ、
後者によって西インド諸島やポルトガルなど
の遠隔地の市場へ小麦粉や木樽の材料を送り
込んだ。砂糖、糖蜜等の帰り荷は、フィラデ
ルフィアの代理商を通じて売り捌いた。
　オリバーの成功には、この他に個人的な要
因があった。1744年に、オリバーはシプレイ
家の娘のエリザベスと（Elizabeth Shipley）
と結婚した。前記の通りシプレイは、この町
の有力な商人としての地位を既に確立してい
た。オリバーが製品の販売面や資金面で、様々
な支援を受けたことは想像に難くない。

第２節　ブランディワイン・ミルズの成長

　ところが、1754年にキャンビー家は突然の
不幸に見舞われた。オリバーが、38歳という
若さで亡くなったのである。急遽、トーマス・
シプレイ（Thomas Shipley）が遺された姉の
エリザベス（Elizabeth Canby）と子供達の世

えにくい。マーチャント・ミルは殆ど純粋の
私企業としての性格を備えた経済主体である。
但し、現実には両者の性格を兼ねる備えた製
粉所が多かったと考えられる。カスタム・ミ
ルが規模を拡大し、原料調達の範囲を広げて、
マーチャント・ミルに転換する場合も多かっ
た。
　ウイルミントンにおける最初のマーチャン
ト・ミルは、1741年にペンシルヴァニアのバ
ック郡から移住してきた、クエーカー教徒の
キャンビー父子（Thomas and Oliver Canby）
によってもたらされた。トーマスは農業に従
事する傍ら製粉所を持ち、手広く小麦粉を扱
う商人でもあった。オリバーは水車大工

（millwright）の技能の持ち主であった。この
親子はブランディワイン川の畔でマーチャン
ト・ミルを建設するために移住してきたので
ある８）。
　翌42年にオリバーはカーク達の製粉所の持
ち分の一部を取得し、既存のダムをかさ上げ
して胸掛け水車と複数の石臼を装備した新た
な製粉所を建設した。製粉所はブランディワ
イン川の瀑布線上に位置しており、水車の設
置には最適の場所であった。オリバーは最終
的にはカークのパートナー全員の持ち分を買
い取った。
　マーチャント・ミルの経営で好業績を上げ
るには、次の３つの条件を満たす必要がある。
第一は、効率の良い製粉所の建設である。こ
の条件はキャンビー父子の製粉所の経験とブ
ランディワインの急流によって満たされた。
第２の条件は、原料小麦の供給源に恵まれて
いることである。デラウエアのニュー・キャ
スル郡は、アリゲニー山脈の東麓に広がる
ピードメントと呼ばれる地域に含まれる。こ
の地域は小麦の生産に適した土壌に恵まれて
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分以上の資金負担を引き受けたと推定される。
長い導水路の掘削は1762年末にはほぼ完了し
た。翌63年には、ブランディワイン川の南岸
に、大規模な上掛け水車と複数の石臼を備え
た４つの製粉所が稼働を開始した。その後間
もなく、下流あった橋が上流に架け替えられ
た。これにより大型船による原料や製品を搬
入・搬出が可能となった。
　岩盤が多いために遅れていた北岸の開発も
1769年に開始された。同年、マーシャル兄弟

（William & James Marshall)と北岸の水利権と
土地を持つヴァンデバア始めとする地権者と
の間で開発計画に関する契約が交わされた。
その主たる内容は、上流から長い導水路を掘
り、橋の下流に上掛け水車を装備した製粉所
を４基新設すること、そのうち２基はMarshall

兄弟の所有とすることであった。
　マーシャル兄弟の計画は資金力不足で頓挫
し、 親 戚 の ヨ ー ゼ フ・ タ ト ナ ル（Joseph 

Tatnall）に支援を求めた。ヨーゼフは南岸の
製粉所を売却して資金を調達し、1772年まで
に難工事を完成させ、北岸に上掛け水車を備
えた２つの製粉所を保有することとなった。
Ｊ．タトナルは娘婿のトーマス・リー（Thomas 

Lea）を新工場の共同経営者に迎えた。義父
の下で実務を学んだリーは程なく自らの製粉
所を建設した10）。
　1773年に水車法の大幅な改正が行われた。
改正のポイントは1719年法に定められた土地
の強制収容条項の全面的な撤廃であった。助
成措置の廃止と同時に、大手の製粉業者はカ
スタム・ミルとしてのサービスを一旦停止し
た。マーチャント・ミルにとっては、少量ず
つ不定期に持ち込まれるカスタム・ミル と
しての仕事は、収支の償わない取引であった
に違いない。土地の強制収容条項の撤廃によ

話と製粉所の経営を引き受けることになった。
その後間もなく、トーマスは自ら製粉事業に
乗り出した。
　この前後には、キャンビー家の成功に刺激
されて、多くの新規参入計画が出現した。そ
の一つはＤ．バイルン（Daniel Byrne）とＷ． 

ム ー ア（William Moore） の 二 人 の 計 画 で、
上掛け水車を動力源とする大きな製粉所の建
設とそのために必要な導水路の掘削が予定さ
れていた。この他にＷ．マーシャル（William 

Marshal）の計画もあった。その結果、既存
のダムの遙か上流のラットル・スネーク・ラ
ンという支流の合流点付近に新しいダムを築
き、そこから長い導水路を掘って、上掛け水
車を装備した製粉所を設置するという計画が
まとまり、ブランディワイン川の南岸に合計
４つの製粉所の建設が開始されたのである９）。
　このように近接して多数の製粉所を建設す
る場合には、必然的に製粉所相互間の利害調
整の問題が発生する。上流にダムが築かれ、
そこから大量の水が導水路に引き込まれると、
下流に位置する既存の製粉所では水量不足で
正常な操業ができなくなる恐れがある。1712
年の水車法は製粉所の建設の促進するための
法律であり、事業者間の利害対立の場面は想
定していない。その不備を補うために、1760
年に新たな水車法が制定された。その要点は
必要な土地を強制収容できるのは、既存の製
粉所に不当な損害を発生させない場合に限る
としたことであった。
　上記の諸計画間の調整作業は、この1760年
の新法に従って進められた。同年12月には早
くも事前調査や導水路の掘削について関係者
間の合意が成立した。水利権と豊かな資金力
を持つシプレイとキャンビーの両家が、ダム
や導水路のような共用設備の建設について応
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徒で、共に戦うことはできないが、食糧の供
給はできる”と語ったと伝えられている。ウ
イルミントンの製粉業者は全員、独立派で
あった12）。
　ワシントンはウイルミントンからブラン
ディワイン川を10マイル遡ったチャド・
フォードの右岸に防御線を構築した。９月11
日、両軍が激突し、戦闘は僅か一日で決着し
た。英軍の側面攻撃を察知できず、大陸軍は
不意を突かれて敗北した。同13日にはウイル
ミントンにも英軍が進駐し、町は10月半ばま
で英軍の支配下に置かれた。この間に英軍は
無抵抗でフィラデルフィアを占領した13）。
　ウイルミントンが英軍の支配下に置かれた
場合を想定して、ワシントンは８月31日、“製
粉所の石臼の上側の石を撤去して隠せ”と命
令した。この命令は11月初旬に実行され、そ
れから約10か月間、ほぼ全面的に製粉所の操
業は停止した13）。操業再開の展望が開けたの
は、英軍がフィラデルフィアから撤退を開始
した1778年６月のことであった。
　リーの製粉所では同年８月８日に上臼を回
収し、小麦の買い付けも再開した。1778年の
年末までに、13,000ブッシェルを買い付け、
大陸軍向けに小麦に換算して7,420ブッシェ
ルの小麦粉を供給した。この軍需を加えても、
販売量は戦前水準には遠く及ばなかった。
　1778年にフランスが参戦した。それは製粉
業者にとっては、新たな大量の軍需の出現を
意味した。通貨制度が極度の混乱状態にある
中で、正貨で支払ってくれるフランス軍は貴
重な顧客であった。フランスの参戦は、仏領
西インド諸島への輸出も可能となった。翌
1779年にはスペインが参戦し、キューバへの
輸出の道が開かれた。
　それでも製粉業者の業績は好転しなかった。

り、製粉業は純粋な私的なビジネスになり、
カスタム・ミルとしての役割も解消したと彼
らは判断したのであろう11）。
　植民地時代の末期の1770年代の半ばまでに、
ブランディワイン川の南北両岸に４つの製粉
所からなる産業集積が姿を現した。原料小麦
の供給源はペンシツヴァニアやメリーランド
の諸郡に及んでいた。多くのアメリカの貿易
商と同様に、ウイルミントンの製粉業者も、
重要な港にエージェントを配置して、的確な
市場情報の獲得に努めた。製粉業者の殆どが
自社船を保有していたことも、市場の変化へ
の対応能力を高める上で、大きな意味を持っ
ていた。自社船の帰り荷はフィラデルフィア
の代理商を通じて売り捌かれた。フィラデル
フィアという大消費市場に近接していること
も、ウイルミントンの製粉業者の強みであっ
た。

第３節　独立戦争期のウイルミントン

　独立戦争の開戦の直後から、英国はフリ
ゲート艦をデラウエア川河口に派遣し、フィ
ラデルフィアの海上封鎖を図った。ウイルミ
ントンもその影響を免れなかったが、1777年
の初めまでは、主戦場は北方のボストン周辺
であったから、製粉業の営みは正常に近い状
態に保たれていた。原料の小麦価格は高騰し
たが、製品価格もそれ以上に高くなったので、
企業業績も順調に推移していた。
　1777年８月に、状況が一変した。英軍がメ
リーランド州のエルク川の河口に上陸し、
フィラデルフィアを目指して進軍を開始した
のである。同月の26日、ワシントンは幕僚と
共にウイルミントンに到着、Ｊ．タトナルの
私邸に臨時の司令部を設置した。ワシントン
を迎えたＪ．タトナルは、“私はクエーカー教
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譲り受けた。これを契機として、彼は製粉工
場の自動運転技術の開発に着手し、1785年頃
までにほぼ完成させた15）。
　エバンスの技術革新以前の製粉工場では、
水車動力は石臼を廻すためだけに使用されて
いた。受け入れた小麦はロープで最上階に運
ばれ、ゴミや屑小麦を篩で取り除き、人力乃
至シュートで石臼の上部の貯槽に移す。石臼
で挽かれて粉になった中間製品をミールとい
う。ミールは上層に運ばれて、冷却・乾燥さ
せてから、地上階に設置された篩で小麦粉と
ブランに分け、樽に詰める。これらの仕事は
全て人力で行われていたのである。エバンス
は以下の機器類を開発し、ほぼ全面的な自動
化を実現したのである。

1779年のＳ．キャンビーの日誌によると、原
料小麦の価格は工場渡しで１ブッシェル20ポ
ンドであるのに対し、フィラデルフィア市場
での高品質の小麦粉の価格は１バレル当たり
75.00ポンドであり、”小麦を買い付けは無理

（impracticable） で あ る ” と さ れ て い る14）。
業績が上向いたのは、1781年から２年続きの
豊作により、小麦の価格が安定してからで
あった。

第３章　技術革新とマーケティング

第１節　オリバー・エバンス

	 （Oliver	Evans）の技術革新

　エバンスは1782年６月に二人の兄弟と３人
で父親からデラウエア州のレッド・クレイ川

（Red Clay Creek）沿いの農場と製粉工場を

第１図　オリバー・エバンスの製粉所の解説図

資料：Oliver Evans, The Young Mill-wright and Miller’s Guide (Arno Press, 1972) Plate VIII
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第２節　エバンスとブランディワイン・ミルズ

　エバンスは開発資金の調達に苦しんだ。負
債を抱えて、１年間自分の工場を営業運転し
たが、期待したほどの利益は得られなかった。
次に試みたのは、特許権を取得し、その実施
権を売ってライセンス料を得るという方式で
あった。デラウエア州（1786年）、ペンシルヴァ
ニア（1787年）、メリーランド（1788年）、ニュー
ハンプシャー（1788年）の各邦で特許を申請・
取得した。1787年12月には、製粉業者向けの
パンフレットを作製・配布した。兄のＪ．エ
バンスが近隣の諸州を巡って、各郡で最初に
ライセンス契約を締結してくれた企業には無
償で技術を提供するという条件を提示して、
営業活動を展開した。しかし、なかなか新技
術を採用しようという顧客は現れなかった。
　それでも1789年には、ジョナサン・エリコッ
ト（Jonathan Ellicott）と３人の兄弟との幸
運な出会いがあった。エリコット家はパタプ
スコ川の岸で二つの大規模な製粉工場を経営
していた。ジョナサンはエバンスと同様に高
圧蒸気機関にも興味を持っており、エバンス
の技術を高く評価し、採用してくれたのであ
る。
　しかし、エバンスが切望していたのはウイ
ルミントンの製粉所が自分の技術を採用して
くれることであった。この製粉所群は当時の
アメリカで最大の生産規模を誇っており、製
粉業界で指導的な地位を占めていたからであ
る。しかし、彼らは極めて慎重で、エバンス
に次のような条件を提示した。エバンスの責
任で材料の手配から建設工事の一切を行い、
完成した設備が予定通りの能力を発揮できな
い場合には、元の設備に復元することを約束
してくれるなら新設備を試してみるというの
であった。エバンスが資金難に陥っているこ

１．エレベーター：一対のプーリーの間を循
環する帯環に小さな容器を取り付けて、
小麦やミールを垂直方向に運搬するため
の器具（現代のバケット・エレベーター）

２．コンベヤー：螺旋状の羽を持つ軸を回転
させることで、小麦を水平方向に運搬す
る器具（現代のスクリュー・コンベヤー）

３．ホッパー・ボーイ：ミールを均一に散布
して冷却・乾燥し、篩工程へ送り出す器
具

４．ドリル：一対のプーリーの間を循環する
帯還に小さなレーキを取り付け、ミール
や小麦粉を水平方向に運搬するための器
具（原理はコンベヤーと同じだが、粉体
が固まりにならないように工夫されてい
る）

５．ディセンダー：一対の小さな旋回軸の間
を循環する幅広の薄い革帯で、傾けて設
置することで小麦やミールは自重により
下方に運ばれる（現代のベルト・コンベ
ヤー）

　これらによって、製粉工場の操業は原理的
にはほぼ完全に自動化され、人手を要するの
は原料小麦の受け入れと最終工程で樽の蓋を
閉める仕事だけとなる。前掲の図には、馬車
から小麦を投入する人物が描かれているが、
工場内部は無人である。ダムや導水路を含む
設備の保守・点検・調整が人間の役割となる。
　エバンスの技術革新の効果は自動化による
労務費の節減だけではなかった。彼は夾雑物
除去の効率化や作業手順の工夫によって、高
品質の製品の収率を64.33％まで高めた。旧
来の設備による場合の約60％に対し、エバン
スは４～５％の優位を実現したのである16）。
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その柱となったのは、「ブランディワイン・ミ
ルズ」という共通商標の採用であった。その
裏付けとして品質検査体制を整備し、独自に
基準を定めて品質の維持・向上と統一を図り、
正確な計量検査を実施したのである。1790年
代に主要な邦で輸出する小麦粉の品質検査制
度を導入された。ウイルミントンの製粉業者
は自主的に、輸出向けに限定せずに全製品に
ついて品質検査を実施し、上記の共通ブラン
ドによって製品の差別化を実現した21）。
　このような企業間の協調行動が可能であっ
たのは、シプレイ家、キャンビー家、タトナ
ル家、リー家のような主要な製粉業者が皆、

「誠実であること」を貴ぶクエーカー教徒と
しての理念と信念を共有にしていたことが挙
げられる22）。
　ブランディワイン・ミルズでは、小麦粉を
高級品（Superfine）、中級品（Common）、下
級品（Middling）の３等級に区分した。Ｊ．
タトナルの工場の場合、殆ど人手によらずに、
100ブッシェルの小麦からは、高級品が19バ
レル、中級品が２バレル、下級品が３バレル
得られ、約30ブッシェルの「ふすま」（Bran）
が残される。１バレル当たりの価格は、高級
品が8.5ドル、中級品が8.0ドル、下級品が5ド
ルで、ふすまは１ブッシェル当たり１ドルで
処分された23）。ブランディワイン・ミルズの
設定する価格は、全国の小麦粉の価格を決め
る目安となったのである24）。
　ブランディワイン・ミルズでは、キルン乾
燥 コ ー ン・ ミ ー ル（Kiln Dried Corn Meal）
がという新製品の開発に成功した。西インド
諸島にコーン・ミールの大きな需要があるこ
とは従来から知らており、輸出が試みられて
いた。初期の製品は熱帯の気象条件に耐えら
れず、目的地に到着するまでに、腐敗して商

とを彼らは知っていたはずであり、エバンス
は深刻な失望感を味わったに違いない17）。
　1791年３月16日のフィラデルフィアの新聞
に、次のような記事が掲載されている。

最近、当州の市民のオリバー・エバンス
氏によって発明された製粉設備の改良の
評価が急速に高まっている。ブランディ
ワイン・ミルズでは、現在は改善を構成
する機器類すべてが実用に供され、高い
評価を得ている。最近、採用された小麦
用エレベーターで、初めて川舟から直接
に荷卸しが行われた。エレベーターは１
時間に300ブッシェルの小麦を荷揚げで
きる。製粉業者は人手によることなくど
の貯槽にでも小麦を運び込める。・・・
その完成度は高く・・・世界一であると
言っても言い過ぎではない18）。

　1790年に、漸くタトナルを筆頭に５名の企
業家がエバンスの技術を採用した。以降、ウ
イルミントンの製粉業の生産量は飛躍的に増
加した。1786年にはウイルミントン港から出
荷された小麦粉は、高級品が1786,783バレル、
中級品が457バレル、下級品が256バレルで
あったのに対し19）、1790年代になるとエバン
ス の 技 術 を 導 入 し た12工 場 に よ り、 約
400,000ブッシェルの原料小麦から、高級品
は50,000バレル、中級品は400バレル、下級
品は400バレルが生産された。エバンスの技
術開発の効果は絶大であった20）。

第３節　ブランディワイン・ミルズのマー

ケッティング

　独立後、ウイルミントンの製粉業者達が展
開したマーケティング政策は注目に値する。
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で、北岸の６工場の所有者は、Ｔ．リー（３
工場）、Ｅ．タトナル、Ｊ．プライス、Ｊ．キャ
ンビーであった。このリストからは、シプレ
イ家に代表される有力な諸家の事業が確実に
若い世代へと家業を継承されているように見
える28）。
　しかし、製粉業は原料の小麦も製品の小麦
粉も共に価格変動の激しい、リスクを伴う事
業である。Pennsylvania Gazette紙の紙上に
は、製粉事業の設備の貸与、売却や競売の公
告が多数掲載されている。売却広告の中には、
一時期はブランディワイン・ミルズの一画を
占めていた企業の名も散見される。この間に、
幾つもの新規参入の試みがあったが、その多
くは挫折し、最終的には有力な諸家が経営を
継承したのである29）。
　このように個別企業にはかなりの消長が
あったが、最盛期のウイルミントンの製粉業
は関連産業の発展を促し、同時にそれに支え
られる段階に達していた。ウイルミントンに
隣接して、製粉業界関係の人々が多く居住す
るブランディワイン・ビレッジと呼ばれる地
区があった。第１表はその地区の人々の1814
年における職業構成である。
　表の左蘭は殆んど製粉業関係の職種である。
Merchant MillerやMill-wrightが多いのは当然

品価値を失ってしまったのである。
　腐敗の原因は製品に含まれる水分に起因す
るとの判断に基づいて、ブランディワイン・
ミルズでは、原料のトウモロコシを十分に乾
燥してから臼で挽く実験を行った。醸造所の
麦芽製造室に似た装置を作り、熱風によって
トウモロコシをまんべんなく乾燥させた。こ
の実験により、原料を予め十分に乾燥させれ
ば、製品の品質低下が防げることが証明され
たので、ブランディワインの製粉所の傍らに
煉瓦造りの乾燥設備を設置した。単純な設備
であったが、コーン・ミールの大量生産が実
現した。1790年にはキルン乾燥コーン・ミー
ルの出荷量は、2000バレルに達したのである25）。
　1790年の生産量は先に示した通り、高級品
が500,000バレル等々であった。これだけの
製品を生産するには、約400,000ブッシェル
の原料小麦が必要となる。同年のウイルミン
トンは人口2335人の小さな町であったが、恐
らくアメリカで最大規模の小麦市場であった。
ブランディワイン・ミルズの原料調達政策は
全米の小麦価格を左右する力を持つように
なったのである26）。

第４節　最盛期のブランディワイン・ミルズ

　Niles’ Weekly Resisterの 記 事27） に よ っ て、
1815年にはブランディワイン橋の川下の南岸
に８工場、北岸に７工場が稼働していること
が確認できる27）。その生産規模は１年間に原
料小麦500,000ブッシェルを処理するまでに
拡大していた。ウイルミントンの製粉業は18
世紀末から19世紀の初頭にかけて最盛期を迎
えたのである。
　南岸の８工場の所有者は、川上から順にＪ．
シプレイ、Ｊ．キャンビー（２工場）、Ｊ．
カミングス、Ｗ．プール（２工場）、Ｔ．リー

第１表　Brandywine	Villageの職種構成（1814年）

職 種 人 数 職 種 人 数
cooper 32 shoemaker 4
merchant miller 22 teacher 1
carpenter 6 innkeeper 2
mill-wright 6 butcher 1
blacksmith 5 tailor 1
watermen 5 huckster 1
shipbuilder 4 cabinetmaker 1
machine maker 4 lumber marchant 1
laborer 4 Total 100
資料 : J.T.Scharf, History of Delaware Vo.2, pp.647-48
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いた。第一回の株主総会で社長に選任された
のは、Ｊ．タトナルであった。
　同年８月17日から貯金と手形の割引業務が
開始された。小麦粉の取引は60 ～ 90日サイ
トの手形で決済されていたので、製粉業者が
銀行の役割として最も期待していたのは手形
割引であった。手形割引の金額は翌年３月11
日の22,502ドルに達した。貯金の金額も次第
に増加し、1802年６月には113,635ドルとな
り、The Bank of Delawareは優良銀行へと成
長していったのである。

終章　まとめ

　ウイルミントンの製粉業の発展過程は、次
の諸段階に区分することができる。
　第１段階は1720年代までの時期で、Ｓ．カー
クがパートナーを誘ってブランディワイン川
の瀑布線上に製粉所を設置した。カークは
1719年の水車法を前提とてスタム・ミルを計
画し、仲間を募って計画を実行した。このタ
イプの製粉工場は、近隣の農民の共同利用施
設として、現在の公共事業に似た役割を果た
すことが期待されていた。設備内容の詳細は
正確には判らないが、下掛け水車で一組の石
臼を稼働させいたもと思われる。
　第２段階は1742年から1770年代の半ばまで
の30年余りの期間である。1942年にＯ．キャ
ンビーが建設した製粉所が最初のマーチャン
ト・ミルであった。陸路と水路によって、か
なり遠方から原料の小麦を調達していた。胸
かけ水車と複数の石臼を備えていた。
　原料調達、動力の確保、市場へのアクセス
のいずれについても、ウイルミントンは製粉
業にとって優れた立地条件を備えていた。
キャンビーの成功に刺激されて、次々と新規
参入する企業家が出現した。1770年代半ばま

として、樽づくり職人が32人と最も多数を占
めている。樽は19世紀の末まで、実の多様な
商品の保管や運搬に使用されていた。小麦粉
は腐敗しやすい商品であったから、白樫製の
丈夫で気密性の高い樽の確保は製粉業者に
とって極めて重要な課題であった。
　樽の生産は熟練した職人によって各自の仕
事場で行われていた。熟練の習得には長期の
徒弟修業を要するので、樽職人の賃金は製粉
作業者より遙かに高かった。Ｊ．タトナルの
工場では、製粉作業者の賃金は月に宿舎と衣
服の支給付きで６～８ドルであったのに対し、
樽職人は宿舎や衣服の支給ないが、出来高払
いで１日の１ドルを稼ぐことができた。
　前掲の表の中から、製粉業と共に成長した
職業として、造船業と船員を上げることがで
きる。自社船を持つことウイルミントンの商
人や製粉業者の特色となっていた。製粉業界
では最盛期には大小合わせて12 ～ 13隻が常
に運用されていた。製粉業者の使用する船は
殆どが、ブランディワイン・ミルズの下流に
位置する造船所で建造された。ウイルミント
ンの造船業1790年代には年間３～４隻の大型
帆船を建造でき、外販される船も多かった30）。
　1790年代にはウイルミントンで篩工程に使
用されるスクリーンの生産が開始された。そ
れまでのオランダから輸入品に比べ、新たに
開発されたシルク製のスクリーンは品質が良
く且つ安価で、耐久性にも富んでおり、製粉
業界に急速に普及した31）。
　1795年２月９日にデラウエア銀行（The 

Bank of Delaware）が設立された32）。この銀
行は製粉業の企業家達が深く関与していた。
資本金は100,000ドルで、株主には製粉業界
の関係者として、Ｊ．タトナル、Ｓ．キャン
ビー、Ｓ．ホリングスワースなどが含まれて
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革新の採用した結果、品質とコストの両面で
競争力が高まり、小麦を輸出するよりも、小
麦粉に加工して輸出する方が有利となったた
めと見ることができよう。
　独立直後から、戦時中に繰り延べられてい
た需要を見込んで、大量のイギリス製品が輸
入された。独立戦争によっても、アメリカ人
の生活様式は大きくは変わらなかったのであ
る。これに対して、イギリスの重商主義政策
の枠の外に出たことにより、アメリカからの
輸出品の構成には大きな変化が生じた。植民
地時代に最大の輸出品目であったタバコの輸
出が大幅に減少した。1790年に綿繰り機が発
明されると、アップランド棉の生産が年々増
加し始めたが、綿花が輸出品として重要な役
割を果たすようになるには、なお10年余りの
歳月が必要であった。その間、植民地時代の
タバコの役割を担ったのは小麦粉であり、ウ
イルミントンの製粉業の最盛期と重なってい
る。ブランディワイン・ミルズは最大の食糧
の供給源としての務めを果たした。それに
よって、建国期のアメリカ経済の対外均衡に
大きく貢献したのである。
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